
(57)【要約】

【課題】大出力かつ低発熱で、しかもコイル引出線と出

力用リード線との接続が容易な三相磁石式発電機を提供

すること。

【解決手段】端子板セット３０は、貫通取付孔２７A、

２７B、２７Cに取付脚部３２a、３２b、３２cを圧入固

定したとき、各端子板３１A、３１B、３１Cの横棒部３

１aの２つのターミナル部３１c、３１dが回転子１の奥

側に位置するとともに各端子板３１A、３１B、３１Cの

縦棒部３１bの１つのターミナル部３１eが回転子１の開

放側に位置するよう構成され、かつ、各端子板３１A、

３１B、３１Cの横棒部３１aの２つのターミナル部３１c

、３１dが各々当該ターミナル部３１c、３１dに結線さ

れるコイル引出線２５a、２５bの端部近くに位置するよ

う横棒部３１aの長さが予め調節されている。

【選択図】図９
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 希 土 類 磁 石 を 用 い 極 数 が ４ n（ ｎ ： ４ ～ ８ の い ず れ か の 整 数 ） の 回 転 子 と 、 ３ つ の コ イ
ル 群 を 有 し 極 数 が ３ nの 固 定 子 と を 備 え 、 前 記 各 コ イ ル 群 は 、 粉 体 樹 脂 塗 装 さ れ た コ ア の
巻 線 部 に 径 φ が １ ． ３ mm～ ２ mmの 銅 線 を ２ コ イ ル 飛 び に 同 じ 方 向 に 集 中 巻 し て 構 成 さ れ る
と と も に 、 電 気 角 位 相 差 が 約 ２ ４ ０ ° と な る よ う 互 い に デ ル タ 結 線 さ れ る 三 相 磁 石 式 発 電
機 で あ っ て 、
　 前 記 コ ア の 巻 線 部 の 基 端 側 の 環 状 部 に 貫 通 取 付 孔 を 形 成 す る と と も に 、 該 貫 通 取 付 孔 に
固 着 さ れ る 端 子 板 セ ッ ト を 設 け 、
　 前 記 端 子 板 セ ッ ト は 、
　 各 々 横 棒 部 と 縦 棒 部 と か ら な る 略 T字 形 の ３ 個 の 端 子 板 と 、 該 ３ 個 の 端 子 板 を 固 定 保 持
す る 樹 脂 成 形 体 と に よ り 構 成 さ れ 、
　 前 記 各 端 子 板 は 、 前 記 横 棒 部 に コ イ ル 引 出 線 結 線 用 の ２ つ の タ ー ミ ナ ル 部 を 有 す る と と
も に 前 記 縦 棒 部 の 先 端 に 出 力 用 リ ー ド 線 結 線 用 の １ つ の タ ー ミ ナ ル 部 を 有 し 、
　 前 記 樹 脂 成 形 体 は 、 前 記 横 棒 部 の ２ つ の タ ー ミ ナ ル 部 と 前 記 縦 棒 部 の １ つ の タ ー ミ ナ ル
部 と を 除 い て 前 記 ３ 個 の 端 子 板 を 囲 包 み 固 定 す る と と も に 前 記 縦 棒 部 の 周 囲 に 前 記 貫 通 取
付 孔 に 圧 入 固 定 さ れ る 取 付 脚 部 が 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 端 子 板 セ ッ ト は 、 前 記 貫 通 取 付 孔 に 前 記 取 付 脚 部 を 圧 入 固 定 し た と き 、 前 記 各 端 子
板 の 横 棒 部 の ２ つ の タ ー ミ ナ ル 部 が 回 転 子 の 奥 側 に 位 置 す る と と も に 前 記 各 端 子 板 の 縦 棒
部 の １ つ の タ ー ミ ナ ル 部 が 回 転 子 の 開 放 側 に 位 置 す る よ う 構 成 さ れ 、 か つ 、 前 記 各 端 子 板
の 横 棒 部 の ２ つ の タ ー ミ ナ ル 部 が 各 々 当 該 タ ー ミ ナ ル 部 に 結 線 さ れ る コ イ ル 引 出 線 の 端 部
近 く に 位 置 す る よ う 横 棒 部 の 長 さ が 予 め 調 節 さ れ て 構 成 さ れ て い る
　 こ と を 特 徴 と す る 三 相 磁 石 式 発 電 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 各 端 子 板 に 、 樹 脂 が 充 填 さ れ た 結 合 孔 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の 三 相 磁 石 式 発 電 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 コ イ ル 引 出 線 の 集 約 部 を コ ア の 一 端 側 に 配 す る と 共 に 、 出 力 用 リ ー ド 線 と の 接 続 を コ ア
の 他 端 側 で 行 う 三 相 磁 石 式 発 電 機 で あ っ て 、
　 前 記 集 約 部 か ら 前 記 コ ア 他 端 側 に 接 続 す る た め の 複 数 の タ ー ミ ナ ル 部 と 、 こ の タ ー ミ ナ
ル 部 を 一 体 的 に 結 合 す る 結 合 部 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 三 相 磁 石 式 発 電 機 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 結 合 部 は 、 該 結 合 部 を 前 記 コ ア に 固 定 す る た め の 保 持 金 具 部 を 有 し て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 三 相 磁 石 式 発 電 機 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 タ ー ミ ナ ル 部 は 、 該 タ ー ミ ナ ル 部 の 前 記 コ ア へ の 結 合 強 度 を 高 め る た め の 圧 入 樹 脂
部 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 又 は ４ に 記 載 の 三 相 磁 石 式 発 電 機 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 出 力 用 リ ー ド 線 の 切 口 部 は シ ー ル 材 で 覆 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の
三 相 磁 石 式 発 電 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 三 相 磁 石 式 発 電 機 、 特 に 、 大 出 力 か つ 低 発 熱 で 、 し か も コ イ ル 引 出 線 と 出 力
用 リ ー ド 線 と の 接 続 が 容 易 な 三 相 磁 石 式 発 電 機 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 エ ン ジ ン ク ラ ン ク シ ャ フ ト の 回 転 数 が 最 大 １ ０ ０ ０ ０ rpm以 下 で 使 用 さ れ る 大 型 ク ル ー
ザ ー 用 オ ー ト バ イ は 、 ヘ ッ ド ラ イ ト の 他 に ス テ レ オ や ヒ ー タ 等 、 多 く の 電 気 負 荷 が 装 着 さ
れ る た め 、 大 出 力 を 出 す こ と が で き る 励 磁 コ イ ル 式 発 電 機 （ オ ル タ ネ ー タ ー ） が 使 用 さ れ
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て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 励 磁 コ イ ル 式 発 電 機 は 、 エ ン ジ ン の 後 背 部 に 取 り 付 け ら れ 、 ク ラ ン ク シ ャ フ ト か ら
駆 動 機 構 を 介 し て 増 速 し て 回 転 す る と 同 時 に 、 フ ァ ン で 発 電 コ イ ル を 冷 却 す る 構 造 の た め
、 大 出 力 を 出 す こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 エ ン ジ ン の レ イ ア ウ ト 上 、 励 磁 コ イ ル 式 発 電 機 に 代 わ っ て 、 ク ラ ン ク シ ャ フ ト
に 直 に 装 着 す る 高 出 力 の 磁 石 式 発 電 機 を 使 用 す る こ と が 要 請 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 磁 石 式 発 電 機 に お い て 、 コ ア の 外 径 及 び 希 土 類 磁 石 の 体 積 を 増 大 さ せ る こ と に よ り 高 出
力 を 得 る こ と が 可 能 で あ る 。 一 方 、 出 力 電 流 が 増 大 す る と 、 コ イ ル の 温 度 が 上 昇 す る た め
、 コ イ ル の 温 度 を 下 げ る た め に は コ イ ル の 径 を 太 く す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 従 来 の よ う に 、 出 力 電 流 が 最 大 で ３ ５ A程 度 で あ れ ば 、 コ イ ル の 径 φ は １ ． ２ mm程 度 あ
れ ば よ く 細 い た め 、 図 ３ ０ に 示 す よ う に 巻 線 し た 後 、 巻 き 始 め a,b,c及 び 巻 き 終 わ り a´ ,b
´ ,c´ を 図 ２ ７ に 示 す 位 置 Aま で 図 ２ ８ に 示 す よ う に コ イ ル ２ ６ 間 を 波 状 に 這 い 回 し て 集
め た 後 、 ６ 本 の コ イ ル 引 出 線 ２ ５ を 図 ２ ７ の 位 置 Aで 束 ね る 作 業 を 手 作 業 で 行 う こ と は 可
能 で あ っ た 。 そ の 後 、 位 置 Aに 集 め た コ イ ル 引 出 線 ２ ５ と 出 力 用 リ ー ド 線 ４ １ を 図 ２ ７ に
示 す 位 置 Bで 筒 状 の ス リ ー ブ ６ １ 内 に 入 れ て 固 定 し た 後 、 半 田 付 け に よ り 結 線 し 、 そ の 上
か ら 保 護 チ ュ ー ブ ４ ２ を 被 せ ク リ ッ プ ４ ３ で ３ 本 の 出 力 用 リ ー ド 線 ４ １ を 束 ね て コ ア ２ １
に ね じ ４ ４ で ね じ 締 め 固 定 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 [問 題 点 １ ]
　 し か し 、 出 力 電 流 が ４ ０ A以 上 に な る と 、 コ イ ル ２ ６ の 径 φ は １ ． ３ mm以 上 必 要 に な り
太 く な る た め 、 コ イ ル 引 出 線 ２ ５ を 這 い 回 し て 位 置 Aに 集 め る 作 業 を 手 作 業 で 行 っ た り 、
図 ２ ７ ， ２ ８ に 示 す よ う に コ イ ル ２ ６ に コ イ ル 引 出 線 ２ ５ を 固 定 す る た め に コ イ ル 引 出 線
２ ５ を 互 い に 巻 き つ け て 束 ね る 作 業 を 手 作 業 で 行 う と 、 作 業 者 の 手 が 痛 く な る と い う 問 題
が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ こ で 、 コ イ ル 引 出 線 ２ ５ を 位 置 Aに 集 め て 固 定 す る 目 的 は 、 コ イ ル 引 出 線 ２ ５ と 出 力
用 リ ー ド 線 ４ １ を 結 線 し た 後 、 図 ２ ９ に 示 す ク リ ッ プ ４ ３ か ら グ ロ メ ッ ト ６ ２ ま で の 寸 法
L4の ば ら つ き を 小 さ く す る た め で あ る 。 位 置 Aで コ イ ル 引 出 線 ２ ５ を コ イ ル ２ ６ に 固 定 し
な い 場 合 に は 、 コ イ ル 引 出 線 ２ ５ が 容 易 に 動 き 、 図 ２ ８ ， ２ ９ に 示 す 寸 法 L1が 定 ま ら ず 、
ば ら つ く よ う に な る 。 出 力 用 リ ー ド 線 ４ １ の 長 さ L2は 、 リ ー ド 線 製 作 時 に 予 め 決 ま っ て お
り 、 寸 法 L1が ば ら つ く と 、 ク リ ッ プ ４ ３ に 対 す る 結 線 部 先 端 ま で の 寸 法 L3が 同 じ よ う に ば
ら つ き 、 そ れ に つ れ て 寸 法 L4も ば ら つ く こ と に な る 。 寸 法 L4が ば ら つ く と 、 図 ２ ６ に 示 す
よ う に エ ン ジ ン カ バ ー ３ ０ ０ に グ ロ メ ッ ト ６ ２ を 装 着 す る と き に 問 題 が 生 じ る 。 つ ま り 、
寸 法 L4が 短 く な り 過 ぎ る と 、 グ ロ メ ッ ト ６ ２ が エ ン ジ ン カ バ ー ３ ０ ０ の 溝 ３ ０ ２ に 嵌 ら な
く な る 。 逆 に 、 長 く な り 過 ぎ る と 、 グ ロ メ ッ ト ６ ２ と ク リ ッ プ ４ ３ 間 の 弛 み が 大 き く な っ
て リ ー ド 線 カ バ ー ６ ３ が 回 転 子 １ 側 に 押 し 出 さ れ 、 回 転 子 １ の 外 周 と 接 触 す る お そ れ が 生
じ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 他 の 目 的 は 、 コ イ ル 引 出 線 ２ ５ を コ イ ル ２ ６ に 固 定 し な い 場 合 に は 、 振 動 し 易 く
な り コ イ ル 引 出 線 ２ ５ の 耐 振 性 が 低 下 す る た め 、 コ イ ル 引 出 線 ２ ５ を コ イ ル ２ ６ に 固 定 す
る こ と に よ っ て コ イ ル 引 出 線 ２ ５ の 耐 振 性 を 確 保 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 [問 題 点 ２ ]
　 ま た 、 出 力 電 流 を 増 大 さ せ る と 出 力 用 リ ー ド 線 ４ １ も 太 く す る 必 要 が あ る た め 、 ２ 本 の
太 い コ イ ル 引 出 線 ２ ５ と １ 本 の 太 い 出 力 用 リ ー ド 線 ４ １ と を 一 体 に 結 線 す る と 結 線 箇 所 の
剛 性 が 増 大 し 、 こ の 結 線 箇 所 に 半 田 付 け を 行 う 作 業 や こ の 結 線 箇 所 を 図 ２ ９ に 示 す よ う な
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ク リ ッ プ ４ ３ で 固 定 す る 作 業 を 手 作 業 で 行 う 際 、 コ イ ル 引 出 線 ２ ５ が 硬 く て 容 易 に 動 か な
い た め 作 業 者 の 手 が 痛 く な る と い う 問 題 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 な お 、 本 発 明 者 は 、 先 行 技 術 調 査 に よ り 特 許 文 献 １ を 発 見 し た 。 こ の 特 許 文 献 １ に は 、
ボ ビ ン に 端 子 を 打 ち 込 み 、 端 子 を 介 し て コ イ ル 引 出 線 と 出 力 用 リ ー ド 線 を 接 続 す る 構 造 が
開 示 さ れ て い る 。 し か し 、 こ の 構 造 に は 、 下 記 １ ～ ３ の よ う な 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 1.コ ア に ボ ビ ン を 挿 入 す る た め に は 、 寸 法 公 差 を 考 慮 し た 隙 間 が 必 要 と な り 、 ま た 、 ボ
ビ ン を 成 形 す る た め に は 、 約 ０ ． ７ mmの 肉 厚 が 必 要 と な る 。 こ の た め 、 ボ ビ ン か ら コ ア へ
の 熱 伝 導 が 悪 く 、 コ イ ル か ら コ ア へ の 放 熱 が 少 な く 、 コ イ ル 温 度 が 上 昇 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 2.同 時 に 、 巻 線 ス ペ ー ス が 減 少 し て そ の 分 、 細 い 銅 線 し か 巻 け な く な り 、 コ イ ル 温 度 が
上 昇 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 3.樹 脂 に 端 子 を 圧 入 し た だ け の た め 、 太 い コ イ ル 引 出 線 や 出 力 用 リ ー ド 線 の 振 動 に 耐 え
ら れ ず 、 端 子 の 緩 み が 発 生 す る お そ れ が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ５ ９ ５ ８ ８ 公 報 （ 図 ４ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の よ う な 従 来 技 術 の 問 題 点 を 解 決 し 、 端 子 板 セ ッ ト を 用 い て 太 い コ イ ル
引 出 線 と 出 力 用 リ ー ド 線 と の 接 続 を 行 う こ と に よ り 、 大 出 力 か つ 低 発 熱 で 、 し か も コ イ ル
引 出 線 と 出 力 用 リ ー ド 線 と の 接 続 が 容 易 な 三 相 磁 石 式 発 電 機 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ る 三 相 磁 石 式 発 電 機 は 、 希 土 類 磁 石 を 用 い 極 数 が ４ n（ ｎ ： ４ ～ ８ の い ず れ
か の 整 数 ） の 回 転 子 と 、 ３ つ の コ イ ル 群 を 有 し 極 数 が ３ nの 固 定 子 と を 備 え 、 前 記 各 コ イ
ル 群 は 、 粉 体 樹 脂 塗 装 さ れ た コ ア の 巻 線 部 に 径 φ が １ ． ３ mm～ ２ mmの 銅 線 を ２ コ イ ル 飛 び
に 同 じ 方 向 に 集 中 巻 し て 構 成 さ れ る と と も に 、 電 気 角 位 相 差 が 約 ２ ４ ０ ° と な る よ う 互 い
に デ ル タ 結 線 さ れ る 三 相 磁 石 式 発 電 機 で あ っ て 、 前 記 コ ア の 巻 線 部 の 基 端 側 の 環 状 部 に 貫
通 取 付 孔 を 形 成 す る と と も に 、 該 貫 通 取 付 孔 に 固 着 さ れ る 端 子 板 セ ッ ト を 設 け 、 前 記 端 子
板 セ ッ ト は 、 各 々 横 棒 部 と 縦 棒 部 と か ら な る 略 T字 形 の ３ 個 の 端 子 板 と 、 該 ３ 個 の 端 子 板
を 固 定 保 持 す る 樹 脂 成 形 体 と に よ り 構 成 さ れ 、 前 記 各 端 子 板 は 、 前 記 横 棒 部 に コ イ ル 引 出
線 結 線 用 の ２ つ の タ ー ミ ナ ル 部 を 有 す る と と も に 前 記 縦 棒 部 の 先 端 に 出 力 用 リ ー ド 線 結 線
用 の １ つ の タ ー ミ ナ ル 部 を 有 し 、 前 記 樹 脂 成 形 体 は 、 前 記 横 棒 部 の ２ つ の タ ー ミ ナ ル 部 と
前 記 縦 棒 部 の １ つ の タ ー ミ ナ ル 部 と を 除 い て 前 記 ３ 個 の 端 子 板 を 囲 包 み 固 定 す る と と も に
前 記 縦 棒 部 の 周 囲 に 前 記 貫 通 取 付 孔 に 圧 入 固 定 さ れ る 取 付 脚 部 が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 端
子 板 セ ッ ト は 、 前 記 貫 通 取 付 孔 に 前 記 取 付 脚 部 を 圧 入 固 定 し た と き 、 前 記 各 端 子 板 の 横 棒
部 の ２ つ の タ ー ミ ナ ル 部 が 回 転 子 の 奥 側 に 位 置 す る と と も に 前 記 各 端 子 板 の 縦 棒 部 の １ つ
の タ ー ミ ナ ル 部 が 回 転 子 の 開 放 側 に 位 置 す る よ う 構 成 さ れ 、 か つ 、 前 記 各 端 子 板 の 横 棒 部
の ２ つ の タ ー ミ ナ ル 部 が 各 々 当 該 タ ー ミ ナ ル 部 に 結 線 さ れ る コ イ ル 引 出 線 の 端 部 近 く に 位
置 す る よ う 横 棒 部 の 長 さ が 予 め 調 節 さ れ て 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 三 相 磁 石 式 発 電 機 に お い て 、 回 転 子 の 極 数 は ４ n（ ｎ ： ４ ～ ８ の い ず れ か の 整
数 ） で あ り 、 か つ 固 定 子 の 極 数 は ３ nで あ る 。 こ の よ う に nを ４ ～ ８ に 設 定 し た 理 由 は 、 n
を ３ 以 下 に 設 定 す る と 、 回 転 子 の 極 数 は １ ２ 極 以 下 と な り 発 生 周 波 数 が 低 下 す る た め 、 コ
イ ル の 巻 数 を 増 や す 必 要 が 生 じ 、 そ の 結 果 太 い 銅 線 を 巻 け な く な る か ら で あ り 、 ま た 、 n
を ９ 以 上 に 設 定 す る と 、 固 定 子 の 極 数 は ２ ７ 極 以 上 と な り 、 隣 り 合 う 極 同 士 の 間 隔 が 狭 く
な り 過 ぎ て 太 い 銅 線 を 巻 け な く な る か ら で あ る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 nを ４ に 設 定 し た 場 合 、 回 転 子 の 極 数 は １ ６ 極 と な り 、 最 大 回 転 数 １ ０ ０ ０ ０ rpmで 使 用
し た 場 合 の 発 生 周 波 数 は １ ３ ３ ３ Hｚ に な る 。 こ の た め 、 三 相 磁 石 式 発 電 機 の 出 力 電 圧 を
制 御 す る レ ギ ュ レ ー タ と し て SCR素 子 を 使 用 し た も の で 良 い た め 、 安 価 な レ ギ ュ レ ー タ を
使 用 す る こ と が 可 能 に な る 。 nを ５ 以 上 に 設 定 し た 場 合 、 レ ギ ュ レ ー タ と し て SCR素 子 よ り
も 高 価 な FET素 子 を 使 用 す る 必 要 が あ る が 、 発 生 周 波 数 が 高 く な る た め 巻 数 を 低 減 で き る
効 果 が あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 回 転 子 の 極 数 を ２ n、 固 定 子 の 極 数 を ３ nに 設 定 し た 場 合 に は 、 コ イ ル の 巻 数 が 多
く な り 太 い 銅 線 を 巻 け な く な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 の よ う な 考 察 に 基 づ き 、 本 発 明 の 三 相 磁 石 式 発 電 機 は 、 回 転 子 の 極 数 を ４ n（ ｎ ：
４ ～ ８ の い ず れ か の 整 数 ） に 、 固 定 子 の 極 数 を ３ nに 設 定 し た 。 こ の た め 、 本 発 明 に よ る
と 、 大 出 力 か つ 低 発 熱 の 三 相 磁 石 式 発 電 機 を 提 供 で き る 。 ま た 、 本 発 明 に よ る と 、 端 子 板
セ ッ ト を コ ア に 固 着 し た と き 、 端 子 板 の ２ つ の タ ー ミ ナ ル 部 が 当 該 タ ー ミ ナ ル 部 に 結 線 さ
れ る コ イ ル 引 出 線 の 端 部 近 く に 位 置 す る よ う に な る た め 、 太 い コ イ ル 引 出 線 を 容 易 に タ ー
ミ ナ ル 部 に 結 線 す る こ と が で き 、 端 子 板 を 介 し て コ イ ル 引 出 線 と 出 力 用 リ ー ド 線 と を 容 易
に 接 続 す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ こ で 、 前 記 各 端 子 板 に 、 樹 脂 が 充 填 さ れ た 結 合 孔 が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 結 合 孔 に は
、 樹 脂 成 形 体 の 成 形 時 に 樹 脂 材 料 が 充 填 さ れ る よ う に な り 、 こ の た め 、 各 端 子 板 と 樹 脂 成
形 体 と の 結 合 強 度 が 増 大 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 に よ る 三 相 磁 石 式 発 電 機 は 、 上 記 の よ う な 三 相 磁 石 式 発 電 機 、 つ ま り 、
希 土 類 磁 石 を 用 い 極 数 が ４ n（ ｎ ： ４ ～ ８ の い ず れ か の 整 数 ） の 回 転 子 と 、 ３ つ の コ イ ル
群 を 有 し 極 数 が ３ nの 固 定 子 と を 備 え 、 各 コ イ ル 群 は 、 粉 体 樹 脂 塗 装 さ れ た コ ア の 巻 線 部
に 径 φ が １ ． ３ mm～ ２ mmの 銅 線 を ２ コ イ ル 飛 び に 同 じ 方 向 に 集 中 巻 し て 構 成 さ れ る と と も
に 、 電 気 角 位 相 差 が 約 ２ ４ ０ ° と な る よ う 互 い に デ ル タ 結 線 さ れ る 三 相 磁 石 式 発 電 機 に 限
定 さ れ る も の で は な く 、 広 く 三 相 磁 石 式 発 電 機 に 適 用 可 能 で あ り 、 本 発 明 に よ る 三 相 磁 石
式 発 電 機 は 、 コ イ ル 引 出 線 の 集 約 部 を コ ア の 一 端 側 に 配 す る と 共 に 、 出 力 用 リ ー ド 線 と の
接 続 を コ ア の 他 端 側 で 行 う 三 相 磁 石 式 発 電 機 で あ っ て 、 前 記 集 約 部 か ら 前 記 コ ア 他 端 側 に
接 続 す る た め の 複 数 の タ ー ミ ナ ル 部 と 、 こ の タ ー ミ ナ ル 部 を 一 体 的 に 結 合 す る 結 合 部 と を
備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ こ で 、 前 記 結 合 部 は 、 該 結 合 部 を 前 記 コ ア に 固 定 す る た め の 保 持 金 具 部 を 有 し て い る
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 前 記 タ ー ミ ナ ル 部 は 、 該 タ ー ミ ナ ル 部 の 前 記 コ ア へ の 結 合 強 度 を 高 め る た め の 圧
入 樹 脂 部 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 前 記 出 力 用 リ ー ド 線 の 切 口 部 は シ ー ル 材 で 覆 わ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 三 相 磁 石 式 発 電 機 を エ ン ジ ン に 装 着 し た 状 態 を 示 す
断 面 図 、 図 ２ は 、 同 三 相 磁 石 式 発 電 機 を 回 転 子 の 開 放 側 か ら 見 た と き の 平 面 図 、 図 ３ は 、
同 三 相 磁 石 式 発 電 機 の 固 定 子 を 回 転 子 の 奥 側 か ら 見 た と き の 平 面 図 、 図 ４ は 、 同 三 相 磁 石
式 発 電 機 の 端 子 板 セ ッ ト の 平 面 図 、 図 ５ は 、 同 端 子 板 セ ッ ト の 側 面 図 、 図 ６ は 、 同 端 子 板
セ ッ ト が 固 着 さ れ る コ ア の 貫 通 取 付 孔 の 孔 形 状 を 示 す 部 分 詳 細 図 、 図 ７ は 、 同 端 子 板 セ ッ
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ト の 断 面 図 で あ っ て 図 ３ 図 示 X-X断 面 図 、 図 ８ は 、 上 記 貫 通 取 付 孔 の 断 面 図 で あ っ て 図 ３
図 示 X-X断 面 図 、 図 ９ は 、 上 記 端 子 板 セ ッ ト を 上 記 貫 通 取 付 孔 に 固 着 し た 状 態 の 断 面 図 で
あ っ て 図 ３ 図 示 X-X断 面 図 、 図 １ ０ は 、 上 記 固 定 子 の 巻 線 図 、 図 １ １ は 、 同 三 相 磁 石 式 発
電 機 の 出 力 電 圧 の ベ ク ト ル 図 、 図 １ ２ は 、 図 ３ 図 示 の 固 定 子 の 結 線 図 、 図 １ ３ は 、 変 形 例
に 係 る 固 定 子 の 結 線 図 、 図 １ ４ は 、 同 固 定 子 を 回 転 子 の 奥 側 か ら 見 た と き の 平 面 図 を そ れ
ぞ れ 示 す 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ ～ 図 １ ４ に お い て 、 本 実 施 形 態 に 係 る 三 相 磁 石 式 発 電 機 １ ０ ０ は 、 エ ン ジ ン の ク ラ
ン ク シ ャ フ ト ２ ０ ０ に 固 定 さ れ た 回 転 子 １ と 、 エ ン ジ ン カ バ ー ３ ０ ０ に 固 定 さ れ 、 回 転 子
１ の 内 周 側 に 配 置 さ れ た 固 定 子 ２ と に よ り 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 回 転 子 １ の 極 数 は ４ n（ n＝ ５ ） つ ま り ２ ０ 極 で あ り 、 固 定 子 ２ の 極 数 は ３ nつ ま り １ ５
極 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 回 転 子 １ は 、 磁 性 体 か ら な る 回 転 部 材 １ １ を 備 え る 。 回 転 部 材 １ １ は 、 熱 間 鍛 造 後 切 削
に よ り 仕 上 げ 加 工 さ れ て い る 。 回 転 部 材 １ １ の 中 央 の ボ ス 部 １ １ aの 内 側 に は 、 テ ー パ 部
１ １ bが 形 成 さ れ て お り 、 テ ー パ 部 １ １ bは 、 ボ ル ト ５ １ に よ っ て ク ラ ン ク シ ャ フ ト ２ ０ ０
の 端 部 に 嵌 合 、 固 着 さ れ て い る 。 回 転 部 材 １ １ の 端 面 部 １ １ cに は 、 冷 却 用 貫 通 孔 １ １ dが
複 数 設 け ら れ て い る 。 回 転 部 材 １ １ の 円 筒 状 の 外 周 部 １ １ eは ヨ ー ク を 構 成 し て い る 。 回
転 部 材 外 周 部 １ １ eの 内 側 に 、 非 磁 性 体 か ら な る リ ン グ 状 の ス ペ ー サ １ ２ 、 １ ４ 、 及 び 、
円 周 方 向 に 等 間 隔 に 配 置 さ れ た ２ ０ 個 の 希 土 類 磁 石 １ ３ が 、 ク ラ ン ク シ ャ フ ト ２ ０ ０ の 軸
方 向 に 沿 っ て 配 設 さ れ て い る 。 希 土 類 磁 石 １ ３ は 、 そ の 内 側 に 磁 石 保 護 リ ン グ １ ５ を 配 置
し 回 転 部 材 外 周 部 １ １ ｅ の 先 端 部 １ １ ｆ を 巻 き か し め す る こ と に よ っ て 回 転 部 材 外 周 部 １
１ eの 内 周 面 に 固 定 さ れ て い る 。 な お 、 磁 石 保 護 リ ン グ １ ５ は 、 ス テ ン レ ス 板 を プ レ ス 加
工 し て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 固 定 子 ２ は コ ア ２ １ を 備 え る 。 コ ア ２ １ は 、 電 磁 鋼 板 を プ レ ス 加 工 し た コ ア シ ー ト ２ ２
aを 複 数 枚 積 層 し た 積 層 コ ア シ ー ト ２ ２ の 両 側 に 、 コ ア シ ー ト ２ ２ aよ り も 若 干 厚 い コ ア エ
ン ド プ レ ー ト ２ ３ を 配 置 し 、 リ ベ ッ ト ５ ２ （ 図 ２ ， ３ ） を か し め る こ と に よ っ て 一 体 化 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 コ ア ２ １ の 巻 線 部 ２ １ a（ 図 １ ０ ） の 表 面 は エ ポ キ シ 樹 脂 に よ る 粉 体 樹 脂 塗 装 層 ２ ４ で
絶 縁 さ れ て お り 、 こ の 粉 体 樹 脂 塗 装 層 ２ ４ に 径 φ が １ ． ３ mm～ ２ mmの 銅 線 ２ ５ A、 ２ ５ B、
２ ５ C（ 図 １ ０ ） を 巻 線 し て ３ つ の コ イ ル 群 ２ ６ A、 ２ ６ B、 ２ ６ Cが 形 成 さ れ て い る 。 各 コ
イ ル 群 ２ ６ A、 ２ ６ B、 ２ ６ Cは 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 銅 線 ２ ５ A、 ２ ５ B、 ２ ５ Cを 巻 き 始
め a,b,cか ら ２ コ イ ル 飛 び に 同 じ 方 向 に 巻 き 終 わ り a´ 、 b´ 、 c´ ま で 集 中 巻 し て 構 成 さ れ
、 図 １ １ ， １ ２ に 示 す よ う に 、 電 気 角 位 相 差 が 約 ２ ４ ０ ° と な る よ う 互 い に デ ル タ 結 線 さ
れ 、 結 果 と し て 各 コ イ ル 群 ２ ６ A、 ２ ６ B、 ２ ６ Cは 、 電 気 角 位 相 差 が １ ２ ０ ° の 三 相 出 力
が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 コ ア ２ １ の 巻 線 部 ２ １ aの 基 端 側 の 環 状 部 ２ １ bに は 、 図 ６ ， ８ に 示 す よ う な 貫 通 取 付 孔
２ ７ A、 ２ ７ B、 ２ ７ Cが 形 成 さ れ て い る 。 各 貫 通 取 付 孔 ２ ７ A、 ２ ７ B、 ２ ７ Cは 、 図 ８ に 示
す よ う に 、 回 転 子 １ の 奥 側 に 位 置 す る コ ア エ ン ド プ レ ー ト ２ ３ （ ２ ３ A） の 孔 ２ ３ aが 積 層
コ ア シ ー ト ２ ２ の 孔 ２ ２ bよ り 若 干 大 き く 形 成 さ れ て お り 、 ま た 、 回 転 子 １ の 開 放 側 に 位
置 す る コ ア エ ン ド プ レ ー ト ２ ３ （ ２ ３ B） の 孔 ２ ３ bが 積 層 コ ア シ ー ト ２ ２ の 孔 ２ ２ bよ り
若 干 小 さ く 形 成 さ れ て い る 。 ３ つ の 貫 通 取 付 孔 ２ ７ A、 ２ ７ B、 ２ ７ Cに は 、 図 ３ ， ４ ， ５
， ７ ， ９ な ど に 示 す よ う な 端 子 板 セ ッ ト ３ ０ が 固 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 端 子 板 セ ッ ト ３ ０ は 、 ３ 個 の 端 子 板 ３ １ A、 ３ １ B、 ３ １ Cと 、 ３ 個 の 端 子 板 ３ １ A、 ３ １
B、 ３ １ Cを 固 定 保 持 す る 樹 脂 成 形 体 ３ ２ と に よ り 構 成 さ れ る 。
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【 ０ ０ ３ ５ 】
　 各 端 子 板 ３ １ A、 ３ １ B、 ３ １ Cは 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 横 棒 部 ３ １ aと 縦 棒 部 ３ １ bと か
ら な り 略 T字 形 を し て い る 。 横 棒 部 ３ １ aに は 、 コ イ ル 引 出 線 結 線 用 の ２ つ の タ ー ミ ナ ル 部
３ １ c、 ３ １ dが 形 成 さ れ て い る 。 縦 棒 部 ３ １ bの 先 端 に は 、 出 力 用 リ ー ド 線 結 線 用 の １ つ
の タ ー ミ ナ ル 部 ３ １ eが 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 樹 脂 成 形 体 ３ ２ は 、 図 ５ ， ７ ， ９ に 示 す よ う に 、 横 棒 部 ３ １ aの ２ つ の タ ー ミ ナ ル 部 ３
１ c、 ３ １ dと 縦 棒 部 ３ １ bの １ つ の タ ー ミ ナ ル 部 ３ １ eと を 除 い て ３ 個 の 端 子 板 ３ １ A、 ３
１ B、 ３ １ Cを 囲 包 み 固 定 す る 。 そ し て 、 樹 脂 成 形 体 ３ ２ に は 、 そ の 成 形 時 、 金 型 に セ ッ ト
し た ３ 個 の 端 子 板 ３ １ A、 ３ １ B、 ３ １ C同 士 が 成 形 圧 力 に よ っ て 接 触 し な い よ う 位 置 決 め
手 段 を 用 い た こ と に よ る 溝 部 ３ ２ f（ 図 ４ ， ５ ） が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 各 端 子 板 ３ １ A
、 ３ １ B、 ３ １ Cに は 、 結 合 孔 ３ １ fが 形 成 さ れ て お り 、 樹 脂 成 形 体 ３ ２ の 成 形 時 に 結 合 孔
３ １ fに 樹 脂 材 料 が 充 填 さ れ る こ と に よ り 、 各 端 子 板 ３ １ A、 ３ １ B、 ３ １ Cと 樹 脂 成 形 体 ３
２ と の 結 合 強 度 が 増 大 す る 。 縦 棒 部 ３ １ bの 周 囲 に は 、 貫 通 取 付 孔 ２ ７ A、 ２ ７ B、 ２ ７ Cに
圧 入 固 定 さ れ る 取 付 脚 部 ３ ２ a、 ３ ２ b、 ３ ２ cが 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 各 取 付 脚 部 ３ ２ a、 ３ ２ b、 ３ ２ cは 、 基 端 側 に 形 成 さ れ た 幅 広 部 ３ ２ dと 先 端 側 に 形 成 さ
れ た 幅 狭 部 ３ ２ eと を 有 し て お り 、 幅 広 部 ３ ２ dは 積 層 コ ア シ ー ト ２ ２ の 孔 ２ ２ bに 圧 入 固
定 さ れ 、 ま た 、 幅 狭 部 ３ ２ eは 回 転 子 １ の 開 放 側 に 位 置 す る コ ア エ ン ド プ レ ー ト ２ ３ （ ２
３ B） の 孔 ２ ３ bに 圧 入 固 定 さ れ る 。 し た が っ て 、 各 取 付 脚 部 ３ ２ a、 ３ ２ b、 ３ ２ cは 、 コ
ア ２ １ の 貫 通 取 付 孔 ２ ７ A、 ２ ７ B、 ２ ７ C内 の 上 下 二 箇 所 で 強 固 に 固 定 さ れ る 。 ま た 、 端
子 板 セ ッ ト ３ ０ を 回 転 子 １ の 奥 側 に 配 さ れ る コ ア エ ン ド プ レ ー ト ２ ３ （ ２ ３ A） 側 か ら 挿
入 す る 際 、 該 コ ア エ ン ド プ レ ー ト ２ ３ （ ２ ３ A） の 孔 ２ ３ aが 積 層 コ ア シ ー ト ２ ２ の 孔 ２ ２
bよ り も 大 き い た め 、 取 付 脚 部 ３ ２ a、 ３ ２ b、 ３ ２ cを 容 易 に 貫 通 取 付 孔 ２ ７ A、 ２ ７ B、 ２
７ Cに 案 内 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 端 子 板 セ ッ ト ３ ０ は 、 貫 通 取 付 孔 ２ ７ A、 ２ ７ B、 ２ ７ Cに 取 付 脚 部 ３ ２ a、 ３ ２ b、 ３ ２ c
を 圧 入 固 定 し た と き 、 図 ２ ， ３ に 示 す よ う に 、 各 端 子 板 ３ １ A、 ３ １ B、 ３ １ Cの 横 棒 部 ３
１ aの ２ つ の タ ー ミ ナ ル 部 ３ １ c、 ３ １ dが 回 転 子 １ の 奥 側 に 位 置 す る と と も に 各 端 子 板 ３
１ A、 ３ １ B、 ３ １ Cの 縦 棒 部 ３ １ bの １ つ の タ ー ミ ナ ル 部 ３ １ eが 回 転 子 １ の 開 放 側 に 位 置
す る よ う 構 成 さ れ 、 ま た 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 各 端 子 板 ３ １ A、 ３ １ B、 ３ １ Cの 横 棒 部 ３
１ aの ２ つ の タ ー ミ ナ ル 部 ３ １ c、 ３ １ dが 各 々 当 該 タ ー ミ ナ ル 部 ３ １ c、 ３ １ dに 結 線 さ れ
る コ イ ル 引 出 線 ２ ５ a（ 巻 き 始 め a,b,c） 、 ２ ５ b（ 巻 き 終 わ り a´ 、 b´ 、 c´ ） の 端 部 近 く
に 位 置 す る よ う 横 棒 部 ３ １ aの 長 さ が 予 め 調 節 さ れ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 各 端 子 板 ３ １ A、 ３ １ B、 ３ １ Cの ２ つ の タ ー ミ ナ ル 部 ３ １ c、 ３ １ ｄ は 、 そ れ ぞ れ 略 U字
溝 に 形 成 さ れ て お り 、 一 方 の U字 溝 に １ つ の コ イ ル 群 の コ イ ル 引 出 線 （ 巻 き 始 め ） を 挟 ん
で 固 定 し た 後 に 半 田 付 け が 行 わ れ 、 他 方 の U字 溝 に 他 の １ つ の コ イ ル 群 の コ イ ル 引 出 線 （
巻 き 終 わ り ） を 挟 ん で 固 定 し た 後 に 半 田 付 け が 行 わ れ る 。 例 え ば 、 端 子 板 ３ １ Aの タ ー ミ
ナ ル 部 ３ １ cに コ イ ル 群 ２ ６ Aの コ イ ル 引 出 線 ２ ５ a（ 巻 き 始 め a） が 結 線 さ れ る と と も に 端
子 板 ３ １ Aの タ ー ミ ナ ル 部 ３ １ dに コ イ ル 群 ２ ６ Cの コ イ ル 引 出 線 ２ ５ b（ 巻 き 終 わ り c´ ）
が 結 線 さ れ 、 ま た 、 端 子 板 ３ １ Bの タ ー ミ ナ ル 部 ３ １ cに コ イ ル 群 ２ ６ Bの コ イ ル 引 出 線 ２
５ a（ 巻 き 始 め b） が 結 線 さ れ る と と も に 端 子 板 ３ １ Bの タ ー ミ ナ ル 部 ３ １ dに コ イ ル 群 ２ ６
Aの コ イ ル 引 出 線 ２ ５ b（ 巻 き 終 わ り a´ ） が 結 線 さ れ 、 ま た 、 端 子 板 ３ １ Cの タ ー ミ ナ ル 部
３ １ cに コ イ ル 群 ２ ６ Cの コ イ ル 引 出 線 ２ ５ a（ 巻 き 始 め c） が 結 線 さ れ る と と も に 端 子 板 ３
１ Cの タ ー ミ ナ ル 部 ３ １ dに コ イ ル 群 ２ ６ Bの コ イ ル 引 出 線 ２ ５ b（ 巻 き 終 わ り b´ ） が 結 線
さ れ 、 こ れ に よ り 、 図 １ ２ に 示 す よ う な ３ つ の コ イ ル 群 ２ ６ A、 ２ ６ B、 ２ ６ Cの デ ル タ 結
線 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 各 端 子 板 ３ １ A、 ３ １ B、 ３ １ Cの １ つ の タ ー ミ ナ ル 部 ３ １ eは 、 同 様 に 略 U字 溝 に
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形 成 さ れ て お り 、 こ の U字 溝 に 、 出 力 用 リ ー ド 線 ４ １ A、 ４ １ B、 ４ １ Cの 芯 線 ４ １ aを 挟 ん
で 固 定 し た 後 に 半 田 付 け が 行 わ れ る 。 例 え ば 、 端 子 板 ３ １ Aの タ ー ミ ナ ル 部 ３ １ eに 出 力 用
リ ー ド 線 ４ １ A（ U相 ） が 結 線 さ れ 、 ま た 、 端 子 板 ３ １ Bの タ ー ミ ナ ル 部 ３ １ eに 出 力 用 リ ー
ド 線 ４ １ B（ V相 ） が 結 線 さ れ 、 ま た 、 端 子 板 ３ １ Cの タ ー ミ ナ ル 部 ３ １ eに 出 力 用 リ ー ド 線
４ １ C（ W相 ） が 結 線 さ れ る 。 ３ 本 の 出 力 用 リ ー ド 線 ４ １ A、 ４ １ B、 ４ １ Cは 、 保 護 チ ュ ー
ブ ４ ２ を 介 し て ク リ ッ プ ４ ３ で 固 定 さ れ 、 ク リ ッ プ ４ ３ は 締 付 ね じ ４ ４ で コ ア ２ １ に ね じ
締 め 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 固 定 子 ２ は 、 コ ア ２ １ に 形 成 さ れ た ね じ 挿 通 用 貫 通 孔 ２ １ ｃ に 締 付 ね じ ５ ３ を 通 し 、 エ
ン ジ ン カ バ ー ３ ０ ０ に 形 成 さ れ た ね じ 穴 ３ ０ １ に ね じ 込 む こ と に よ っ て 、 エ ン ジ ン カ バ ー
３ ０ ０ に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 な お 、 端 子 板 セ ッ ト ３ ０ の 各 端 子 板 ３ １ A、 ３ １ B、 ３ １ Cを 図 １ ４ に 示 す よ う に 構 成 し
、 各 端 子 板 ３ １ A、 ３ １ B、 ３ １ Cの ２ つ の タ ー ミ ナ ル 部 ３ １ c、 ３ １ ｄ と 各 コ イ ル 群 ２ ６ A
、 ２ ６ B、 ２ ６ Cの コ イ ル 引 出 線 ２ ５ a、 ２ ５ bと の 結 線 を 図 １ ４ に 示 す よ う に 行 っ た 場 合 、
図 １ ３ に 示 す よ う な ３ つ の コ イ ル 群 ２ ６ A、 ２ ６ B、 ２ ６ Cの デ ル タ 結 線 が 得 ら れ る 。 ま た
、 極 数 の 変 数 nは 、 ４ ～ ８ の い ず れ か の 整 数 で よ い 。 ま た 、 コ ア ２ １ の 貫 通 取 付 孔 ２ ７ A、
２ ７ B、 ２ ７ Cの 断 面 形 状 は 、 図 ６ に 示 し た よ う な 四 角 形 状 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 そ
の 他 、 楕 円 形 状 等 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 端 子 板 セ ッ ト ３ ０ の 取 付 脚 部 ３ ２ a、 ３ ２ b、 ３
２ cの 幅 広 部 ３ ２ dは 、 図 ５ に 示 す よ う に 端 子 板 ３ １ A、 ３ １ B、 ３ １ Cの 四 面 す べ て に 設 け
て も よ い し 、 図 示 し な い が 、 対 向 す る 二 面 の み に 設 け る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 三 相 磁 石 式 発 電 機 １ ０ ０ は 、 希 土 類 磁 石 １ ３ を
用 い 極 数 が ４ n（ ｎ ＝ ５ ） の 回 転 子 １ と 、 ３ つ の コ イ ル 群 ２ ６ A、 ２ ６ B、 ２ ６ Cを 有 し 極 数
が ３ nの 固 定 子 ２ と を 備 え 、 各 コ イ ル 群 ２ ６ A、 ２ ６ B、 ２ ６ Cは 、 粉 体 樹 脂 塗 装 さ れ た コ ア
２ １ の 巻 線 部 ２ １ aに 径 φ が １ ． ３ mm～ ２ mmの 銅 線 ２ ５ A、 ２ ５ B、 ２ ５ Cを ２ コ イ ル 飛 び に
同 じ 方 向 に 集 中 巻 し て 構 成 さ れ る と と も に 、 電 気 角 位 相 差 が 約 ２ ４ ０ ° と な る よ う 互 い に
デ ル タ 結 線 さ れ る 三 相 磁 石 式 発 電 機 で あ っ て 、 コ ア ２ １ の 巻 線 部 ２ １ aの 基 端 側 の 環 状 部
２ １ bに 貫 通 取 付 孔 ２ ７ A、 ２ ７ B、 ２ ７ Cを 形 成 す る と と も に 、 貫 通 取 付 孔 ２ ７ A、 ２ ７ B、
２ ７ Cに 固 着 さ れ る 端 子 板 セ ッ ト ３ ０ を 設 け 、 端 子 板 セ ッ ト ３ ０ は 、 各 々 横 棒 部 ３ １ aと 縦
棒 部 ３ １ bと か ら な る 略 T字 形 の ３ 個 の 端 子 板 ３ １ A、 ３ １ B、 ３ １ Cと 、 ３ 個 の 端 子 板 ３ １ A
、 ３ １ B、 ３ １ Cを 固 定 保 持 す る 樹 脂 成 形 体 ３ ２ と に よ り 構 成 さ れ 、 各 端 子 板 ３ １ A、 ３ １ B
、 ３ １ Cは 、 横 棒 部 ３ １ aに コ イ ル 引 出 線 結 線 用 の ２ つ の タ ー ミ ナ ル 部 ３ １ c、 ３ １ dを 有 す
る と と も に 縦 棒 部 ３ １ bの 先 端 に 出 力 用 リ ー ド 線 結 線 用 の １ つ の タ ー ミ ナ ル 部 ３ １ eを 有 し
、 樹 脂 成 形 体 ３ ２ は 、 横 棒 部 ３ １ aの ２ つ の タ ー ミ ナ ル 部 ３ １ c、 ３ １ dと 縦 棒 部 ３ １ bの １
つ の タ ー ミ ナ ル 部 ３ １ eと を 除 い て ３ 個 の 端 子 板 ３ １ A、 ３ １ B、 ３ １ Cを 囲 包 み 固 定 す る と
と も に 縦 棒 部 ３ １ bの 周 囲 に 貫 通 取 付 孔 ２ ７ A、 ２ ７ B、 ２ ７ Cに 圧 入 固 定 さ れ る 圧 入 樹 脂 部
つ ま り 取 付 脚 部 ３ ２ a、 ３ ２ b、 ３ ２ cが 形 成 さ れ て お り 、 端 子 板 セ ッ ト ３ ０ は 、 貫 通 取 付
孔 ２ ７ A、 ２ ７ B、 ２ ７ Cに 取 付 脚 部 ３ ２ a、 ３ ２ b、 ３ ２ cを 圧 入 固 定 し た と き 、 各 端 子 板 ３
１ A、 ３ １ B、 ３ １ Cの 横 棒 部 ３ １ aの ２ つ の タ ー ミ ナ ル 部 ３ １ c、 ３ １ dが 回 転 子 １ の 奥 側 に
位 置 す る と と も に 各 端 子 板 ３ １ A、 ３ １ B、 ３ １ Cの 縦 棒 部 ３ １ bの １ つ の タ ー ミ ナ ル 部 ３ １
eが 回 転 子 １ の 開 放 側 に 位 置 す る よ う 構 成 さ れ 、 か つ 、 各 端 子 板 ３ １ A、 ３ １ B、 ３ １ Cの 横
棒 部 ３ １ aの ２ つ の タ ー ミ ナ ル 部 ３ １ c、 ３ １ dが 各 々 当 該 タ ー ミ ナ ル 部 ３ １ c、 ３ １ dに 結
線 さ れ る コ イ ル 引 出 線 ２ ５ a、 ２ ５ bの 端 部 近 く に 位 置 す る よ う 横 棒 部 ３ １ aの 長 さ が 予 め
調 節 さ れ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る 三 相 磁 石 式 発 電 機 １ ０ ０ は 、 回 転 子 １ の 極 数 を ４ n（ 本 実 施 形 態 で は
ｎ ＝ ５ 、 た だ し ４ ～ ８ の い ず れ か の 整 数 で あ れ ば よ い ） に 設 定 し 、 か つ 固 定 子 ２ の 極 数 を
３ nに 設 定 し た 。 nを ３ 以 下 に 設 定 す る と 、 回 転 子 １ の 極 数 は １ ２ 極 以 下 と な り 発 生 周 波 数
が 低 下 す る た め 、 コ イ ル 群 ２ ６ A、 ２ ６ B、 ２ ６ Cの 巻 数 を 増 や す 必 要 が 生 じ 、 そ の 結 果 太
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い 銅 線 ２ ５ A、 ２ ５ B、 ２ ５ Cを 巻 け な く な る が 、 nを ４ 以 上 に 設 定 し た た め 、 回 転 子 １ の 極
数 は １ ６ 極 以 上 と な り 、 発 生 周 波 数 が 上 昇 し て コ イ ル 群 ２ ６ A、 ２ ６ B、 ２ ６ Cの 巻 数 を 減
ら す こ と が で き 、 そ の 結 果 太 い 銅 線 ２ ５ A、 ２ ５ B、 ２ ５ Cを 巻 け る よ う に な る 。 ま た 、 nを
９ 以 上 に 設 定 す る と 、 固 定 子 ２ の 極 数 は ２ ７ 極 以 上 と な り 、 隣 り 合 う 極 同 士 の 間 隔 が 狭 く
な り 過 ぎ て 太 い 銅 線 ２ ５ A、 ２ ５ B、 ２ ５ Cを 巻 け な く な る が 、 nを ８ 以 下 に 設 定 し た た め 、
固 定 子 ２ の 極 数 は ２ ４ 極 以 下 と な り 、 隣 り 合 う 極 同 士 の 間 隔 が 狭 く な り 過 ぎ る こ と に な ら
ず 、 太 い 銅 線 ２ ５ A、 ２ ５ B、 ２ ５ Cを 巻 け る よ う に な る 。 ま た 、 ｎ を ４ に 設 定 し た 場 合 に
は 、 回 転 子 １ の 極 数 が １ ６ 極 と な り 、 最 大 回 転 数 １ ０ ０ ０ ０ rpmで 使 用 し た 場 合 の 発 生 周
波 数 は １ ３ ３ ３ Hｚ に な る た め 、 三 相 磁 石 式 発 電 機 の 出 力 電 圧 を 制 御 す る レ ギ ュ レ ー タ と
し て SCR素 子 を 使 用 し た 安 価 な レ ギ ュ レ ー タ を 使 用 す る こ と が 可 能 に な る 。 ま た 、 nを ５ 以
上 に 設 定 し た 場 合 、 レ ギ ュ レ ー タ と し て SCR素 子 よ り も 高 価 な FET素 子 を 使 用 す る 必 要 が あ
る が 、 発 生 周 波 数 が 高 く な る た め 巻 数 を 低 減 で き る 。 し た が っ て 、 本 実 施 形 態 に よ る と 、
大 出 力 か つ 低 発 熱 の 三 相 磁 石 式 発 電 機 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に よ る と 、 端 子 板 セ ッ ト ３ ０ を コ ア ２ １ に 固 着 し た と き 、 端 子 板 ３ １
A、 ３ １ B、 ３ １ Cの ２ つ の タ ー ミ ナ ル 部 ３ １ c、 ３ １ dが 当 該 タ ー ミ ナ ル 部 ３ １ c、 ３ １ dに
結 線 さ れ る コ イ ル 引 出 線 ２ ５ a、 ２ ５ bの 端 部 近 く に 位 置 す る よ う に な る た め 、 太 い コ イ ル
引 出 線 ２ ５ a、 ２ ５ bを 容 易 に タ ー ミ ナ ル 部 ３ １ c、 ３ １ dに 結 線 す る こ と が で き 、 端 子 板 ３
１ A、 ３ １ B、 ３ １ Cを 介 し て コ イ ル 引 出 線 ２ ５ a、 ２ ５ bと 出 力 用 リ ー ド 線 ４ １ A、 ４ １ B、
４ １ Cと を 容 易 に 接 続 す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 各 端 子 板 ３ １ A、 ３ １ B、 ３ １ Cに 、 樹 脂 が 充 填 さ れ た 結 合 孔 ３ １ ｆ が 形 成 さ れ て
い る 。 こ の 結 合 孔 ３ １ ｆ に は 、 樹 脂 成 形 体 ３ ２ の 成 形 時 に 樹 脂 材 料 が 充 填 さ れ る よ う に な
り 、 こ の た め 、 各 端 子 板 ３ １ A、 ３ １ B、 ３ １ Cと 樹 脂 成 形 体 ３ ２ と の 結 合 強 度 が 増 大 す る
。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 換 言 す る な ら ば 、 上 述 し た 本 実 施 形 態 に 係 る 三 相 磁 石 式 発 電 機 １ ０ ０ は 、 コ イ ル 引 出 線
２ ５ a、 ２ ５ bの 集 約 部 換 言 す る と コ イ ル 引 出 線 ２ ５ a、 ２ ５ b同 士 の 接 続 部 を コ ア ２ １ の 一
端 側 つ ま り 図 ３ に 示 す コ ア ２ １ の 端 面 側 に 配 す る と 共 に 、 出 力 用 リ ー ド 線 ４ １ A、 ４ １ B、
４ １ Cと の 接 続 を コ ア ２ １ の 他 端 側 つ ま り 図 ２ に 示 す コ ア ２ １ の 端 面 側 で 行 う 三 相 磁 石 式
発 電 機 で あ っ て 、 集 約 部 か ら コ ア 他 端 側 に 接 続 す る た め の 複 数 の タ ー ミ ナ ル 部 ３ １ ｃ 、 ３
１ ｄ 、 ３ １ eと 、 こ の タ ー ミ ナ ル 部 ３ １ c、 ３ １ ｄ 、 ３ １ eを 一 体 的 に 結 合 す る 結 合 部 つ ま
り 樹 脂 成 形 体 ３ ２ と を 備 え る 。 こ の た め 、 結 合 部 つ ま り 樹 脂 成 形 体 ３ ２ を 介 し て コ イ ル 引
出 線 ２ ５ a、 ２ ５ bと 出 力 用 リ ー ド 線 ４ １ A、 ４ １ B、 ４ １ Cと を 容 易 に 接 続 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 １ ７ ～ 図 ２ ０ は 、 図 １ ～ 図 １ ４ に 示 し た 三 相 磁 石 式 発 電 機 の 改 良 タ イ プ を 示 し 、 こ の
改 良 タ イ プ の 三 相 磁 石 式 発 電 機 は 、 図 １ ～ 図 １ ４ に 示 し た 三 相 磁 石 式 発 電 機 の 以 下 の 問 題
点 を 解 決 す る こ と を 目 的 と し て な さ れ た も の で あ る 。 つ ま り 、 図 １ か ら 図 １ ４ に 示 し た 三
相 磁 石 式 発 電 機 の 場 合 、 図 １ ５ の 切 断 線 A-Aに よ る 断 面 図 を 代 表 的 に 表 し た 図 １ ６ に 示 す
よ う に 、 出 力 用 リ ー ド 線 ４ １ Bと タ ー ミ ナ ル 部 ３ １ eと の 接 続 部 に 、 噴 出 さ れ た コ イ ル 冷 却
用 の エ ン ジ ン オ イ ル あ る い は 攪 拌 に よ り 飛 散 し た コ イ ル 冷 却 用 の エ ン ジ ン オ イ ル が 付 着 し
、 こ の 付 着 し た エ ン ジ ン オ イ ル が 出 力 用 リ ー ド 線 ４ １ Bの 芯 線 ４ １ bと 芯 線 ４ １ bと の 間 に
浸 入 し 、 毛 細 管 現 象 に よ り エ ン ジ ン カ バ ー ３ ０ ０ の 外 側 に 位 置 す る コ ネ ク タ （ 図 示 せ ず ）
か ら 洩 れ 出 る と い う 不 具 合 が 発 生 し 得 る 。 ま た 、 他 の 出 力 用 リ ー ド 線 ４ １ A、 ４ １ Cに お い
て も 上 記 と 同 様 で あ り 、 コ ネ ク タ か ら エ ン ジ ン オ イ ル が 洩 れ 出 る 不 具 合 が 発 生 し 得 る 。 こ
の よ う な エ ン ジ ン オ イ ル の 洩 れ を 防 止 す る 対 策 と し て 、 出 力 用 リ ー ド 線 ４ １ A、 ４ １ B、 ４
１ C内 に ワ ニ ス を 含 浸 さ せ 芯 線 ４ １ b間 の 隙 間 を 無 く す こ と が 考 え ら れ る が 、 ワ ニ ス の 含 浸
に よ っ て 出 力 用 リ ー ド 線 ４ １ A、 ４ １ B、 ４ １ Cが 硬 く な り 、 組 付 作 業 な ど に お い て 取 扱 い
に く く な る 。 図 １ ７ ～ 図 ２ ０ に 示 し た 改 良 タ イ プ の 三 相 磁 石 式 発 電 機 は 、 上 記 の よ う な 問
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題 点 を 解 決 し 、 出 力 用 リ ー ド 線 ４ １ A、 ４ １ B、 ４ １ Cの 柔 軟 性 を 確 保 し つ つ エ ン ジ ン オ イ
ル 洩 れ を 防 止 す る こ と を 目 的 と し て な さ れ た も の で あ る 。 な お 、 図 １ ６ に お い て 、 符 号 ７
１ は 、 半 田 付 け 部 を 表 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 １ ７ 及 び 図 １ ８ に 示 す 第 １ の 改 良 タ イ プ の 三 相 磁 石 式 発 電 機 は 、 端 子 絶 縁 カ ッ プ ８ １
を 備 え 、 こ の 端 子 絶 縁 カ ッ プ ８ １ の 底 部 ８ ２ の 貫 通 孔 ８ ２ aに 端 子 板 ３ １ A、 ３ １ B、 ３ １ C
の タ ー ミ ナ ル 部 ３ １ eを 挿 入 し 、 そ の 後 、 出 力 用 リ ー ド 線 ４ １ A、 ４ １ B、 ４ １ Cを タ ー ミ ナ
ル 部 ３ １ eに 半 田 付 け し 、 出 力 用 リ ー ド 線 ４ １ A、 ４ １ B、 ４ １ Cの 切 口 部 ４ １ cを シ ー ル 材
８ ３ で 覆 う よ う に し て 構 成 さ れ る 。 シ ー ル 材 ８ ３ が 、 流 動 性 が 有 り 垂 れ る も の で あ る 場 合
、 シ ー ル 材 ８ ３ は 端 子 絶 縁 カ ッ プ ８ １ 内 に 留 ま る こ と が で き 、 出 力 用 リ ー ド 線 ４ １ A、 ４
１ B、 ４ １ Cの 切 口 部 ４ １ cを 良 好 に シ ー ル す る こ と が で き る 。 一 方 、 シ ー ル 材 ８ ３ が 、 流
動 性 が 無 く 垂 れ る こ と の な い も の で あ る 場 合 に は 、 端 子 絶 縁 カ ッ プ ８ １ を 設 け る 必 要 性 は
乏 し く 、 第 ２ の 改 良 タ イ プ の 三 相 磁 石 式 発 電 機 を 示 し た 図 １ ９ 及 び 図 ２ ０ に 示 す よ う に 、
端 子 絶 縁 カ ッ プ ８ １ を 取 り 除 き 、 出 力 用 リ ー ド 線 ４ １ A、 ４ １ B、 ４ １ Cの 切 口 部 ４ １ cを シ
ー ル 材 ８ ３ で 覆 う こ と が で き 、 上 記 と 同 様 、 出 力 用 リ ー ド 線 ４ １ A、 ４ １ B、 ４ １ Cの 切 口
部 ４ １ cを 良 好 に シ ー ル す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ２ １ ～ 図 ２ ５ は 、 端 子 板 セ ッ ト ３ ０ 及 び コ ア ２ １ の 変 形 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ２ １ ～ 図 ２ ５ に お い て 、 端 子 板 セ ッ ト ３ ０ は 、 図 １ ～ 図 １ ４ に 示 し た 三 相 磁 石 式 発 電
機 の 端 子 板 セ ッ ト ３ ０ に 複 数 例 え ば ２ 個 の 保 持 金 具 部 ９ １ を 設 け て 構 成 さ れ る 。 つ ま り 、
集 約 部 （ 換 言 す る と コ イ ル 引 出 線 ２ ５ a、 ２ ５ b同 士 の 接 続 部 か ら コ ア 他 端 側 に 接 続 す る た
め の 複 数 の タ ー ミ ナ ル 部 ３ １ ｃ 、 ３ １ ｄ ） を 一 体 的 に 結 合 す る 結 合 部 つ ま り 樹 脂 成 形 体 ３
２ に 、 複 数 の 保 持 金 具 部 ９ １ が 付 加 さ れ て い る 。 ま た 、 コ ア ２ １ に は 、 各 保 持 金 具 部 ９ １
が 圧 入 固 定 さ れ る 係 止 孔 ２ １ dが 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 保 持 金 具 部 ９ １ は 、 頭 部 ９ １ aに 貫 通 孔 ９ １ bを 有 し て お り 、 保 持 金 具 部 ９ １ を イ ン サ ー
ト 体 と し て 端 子 板 セ ッ ト ３ ０ を イ ン サ ー ト 成 形 す る 際 、 上 記 貫 通 孔 ９ １ bに 樹 脂 材 料 が 流
入 し て 固 化 す る こ と に よ り 、 保 持 金 具 部 ９ １ は 樹 脂 成 形 体 ３ ２ に よ っ て 強 固 に 保 持 さ れ る
。 ま た 、 保 持 金 具 部 ９ １ は 、 脚 部 ９ １ cの 中 間 部 に 突 出 部 ９ １ d及 び 逃 し 孔 ９ １ eを 有 し 、
保 持 金 具 部 ９ １ を コ ア ２ １ の 係 止 孔 ２ １ dに 圧 入 し た と き 、 保 持 金 具 部 ９ １ の 突 出 部 ９ １ d
が 変 形 し て 保 持 金 具 部 ９ １ の 脚 部 ９ １ cが 係 止 孔 ２ １ dと 圧 着 状 態 と な り 、 保 持 金 具 部 ９ １
が コ ア ２ １ に 強 固 に 保 持 さ れ る よ う に な る 。 保 持 金 具 部 ９ １ の 逃 し 孔 ９ １ eは 、 こ の 圧 入
時 の 突 出 部 ９ １ dの 変 形 を 助 け る 役 割 を 果 た す 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 上 記 の よ う に 保 持 金 具 部 ９ １ を 結 合 部 つ ま り 樹 脂 成 形 体 ３ ２ に 設 け た こ と に よ り 、 三 相
磁 石 式 発 電 機 に 大 き な 冷 熱 が 加 わ っ て 樹 脂 成 形 体 ３ ２ の 取 付 脚 部 ３ ２ a、 ３ ２ b、 ３ ２ cに
ク リ ー プ が 発 生 し 、 コ ア ２ １ と の 結 合 強 度 が 低 下 し て も 、 保 持 金 具 部 ９ １ に よ っ て 結 合 強
度 を 保 持 す る こ と が 可 能 に な る 。 ま た 、 保 持 金 具 部 ９ １ に 部 分 的 に 形 成 し た 突 出 部 ９ １ d
に よ っ て コ ア ２ １ の 係 止 孔 ２ １ dへ の 圧 入 が 行 わ れ る た め 、 少 な い 圧 入 力 で 圧 入 作 業 を 行
う こ と が で き る 。 ま た 、 圧 入 時 に 、 保 持 金 具 部 ９ １ の 逃 し 孔 ９ １ eが 内 側 に 変 形 す る た め
、 さ ら に 少 な い 圧 入 力 で 圧 入 作 業 を 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 保 持 金 具 部 ９ １ の 貫 通 孔 ９
１ bに 樹 脂 材 料 が 充 填 さ れ る こ と か ら 、 保 持 金 具 部 ９ １ と 樹 脂 成 形 体 ３ ２ と の 結 合 強 度 を
向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 三 相 磁 石 式 発 電 機 を エ ン ジ ン に 装 着 し た 状 態 を 示 す 断
面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 三 相 磁 石 式 発 電 機 を 回 転 子 の 開 放 側 か ら 見 た と き の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 三 相 磁 石 式 発 電 機 を 回 転 子 の 奥 側 か ら 見 た と き の 平 面 図 で あ る 。
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【 図 ４ 】 同 三 相 磁 石 式 発 電 機 の 端 子 板 セ ッ ト の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 同 端 子 板 セ ッ ト の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 同 端 子 板 セ ッ ト が 固 着 さ れ る コ ア の 貫 通 取 付 孔 の 孔 形 状 を 示 す 部 分 詳 細 図 で あ る
。
【 図 ７ 】 同 端 子 板 セ ッ ト の 断 面 図 で あ っ て 図 ３ 図 示 X-X断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 上 記 貫 通 取 付 孔 の 断 面 図 で あ っ て 図 ３ 図 示 X-X断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 上 記 端 子 板 セ ッ ト を 上 記 貫 通 取 付 孔 に 固 着 し た 状 態 の 断 面 図 で あ っ て 図 ３ 図 示 X-
X断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 上 記 三 相 磁 石 式 発 電 機 の 固 定 子 の 巻 線 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 同 三 相 磁 石 式 発 電 機 の 出 力 電 圧 の ベ ク ト ル 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 ３ 図 示 の 固 定 子 の 結 線 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 変 形 例 に 係 る 固 定 子 の 結 線 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 同 固 定 子 を 回 転 子 の 奥 側 か ら 見 た と き の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ～ 図 １ ４ に 示 し た 三 相 磁 石 式 発 電 機 の 問 題 点 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ
り 、 同 三 相 磁 石 式 発 電 機 を 回 転 子 の 開 放 側 か ら 見 た と き の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ ５ 図 示 A-A断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 第 １ の 改 良 タ イ プ の 三 相 磁 石 式 発 電 機 を 回 転 子 の 開 放 側 か ら 見 た と き の 平 面 図
で あ る 。
【 図 １ ８ 】 図 １ ７ 図 示 B-B断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 第 ２ の 改 良 タ イ プ の 三 相 磁 石 式 発 電 機 を 回 転 子 の 開 放 側 か ら 見 た と き の 平 面 図
で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 図 １ ９ 図 示 C-C断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 変 形 例 に 係 る 端 子 板 セ ッ ト の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 同 端 子 板 セ ッ ト の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 同 端 子 板 セ ッ ト が 固 着 さ れ る コ ア の 貫 通 取 付 孔 の 孔 形 状 を 示 す 部 分 詳 細 図 で あ
る 。
【 図 ２ ４ 】 同 端 子 板 セ ッ ト を 同 コ ア へ 圧 入 す る 前 の 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ５ 】 同 端 子 板 セ ッ ト の 同 コ ア へ の 圧 入 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ６ 】 従 来 の 磁 石 式 発 電 機 を エ ン ジ ン に 装 着 し た 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ７ 】 同 三 相 磁 石 式 発 電 機 の 固 定 子 を 回 転 子 の 開 放 側 か ら 見 た と き の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ８ 】 同 固 定 子 の コ イ ル 引 出 線 の 這 い 回 し を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ ９ 】 上 記 従 来 の 三 相 磁 石 式 発 電 機 に お け る 出 力 用 リ ー ド 線 の 長 さ の ば ら つ き を 説 明
す る た め の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ ０ 】 同 三 相 磁 石 式 発 電 機 の 固 定 子 の 巻 線 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 １ ０ ０ 　 　 三 相 磁 石 式 発 電 機
　 １ 　 　 回 転 子
　 ２ 　 　 固 定 子
　 １ ３ 　 　 希 土 類 磁 石
　 ２ １ 　 　 コ ア
　 ２ １ a    巻 線 部
　 ２ １ b    環 状 部
　 ２ ５ A、 ２ ５ B、 ２ ５ C    銅 線
　 ２ ５ a、 ２ ５ b    コ イ ル 引 出 線
　 ２ ６ A、 ２ ６ B、 ２ ６ C    コ イ ル 群
　 ２ ７ A、 ２ ７ B、 ２ ７ C    貫 通 取 付 孔
　 ３ ０ 　 　 端 子 板 セ ッ ト
　 ３ １ A、 ３ １ B、 ３ １ C    端 子 板
　 ３ １ a    横 棒 部
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　 ３ １ b    縦 棒 部
　 ３ １ c、 ３ １ d    タ ー ミ ナ ル 部
　 ３ １ e    タ ー ミ ナ ル 部
　 ３ １ f    結 合 孔
　 ３ ２ 　 　 樹 脂 成 形 体 （ 結 合 部 ）
　 ３ ２ a、 ３ ２ b、 ３ ２ c    取 付 脚 部 （ 圧 入 樹 脂 部 ）
　 ４ １ A、 ４ １ B、 ４ １ C    出 力 用 リ ー ド 線
　 ４ １ c    切 口 部
　 ８ ３ 　 　 シ ー ル 材
　 ９ １ 　 　 保 持 金 具 部 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】 【 図 ２ ７ 】

【 図 ２ ８ 】
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【 図 ２ ９ 】

【 図 ３ ０ 】
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